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女性医師像か ら見えて くる新 しい医師像

淀川キリス ト教病院 形成外科 伴 政 雄(55年 卒)

本年3月 に,"神 緑会学術雑誌 の女医特集 に是非 と

も形成外科の医師の立場か ら,意 見 をお願い したい"

と,編 集委員の松井先生か ら突然の電話があった.実

は,本 年7月 より3人 目の形成外科医師 として女性医

師(私 は女医 という言葉はどことな く差別的なニュア

ンスがあ り好 きで ない)を 迎えることになっていた.

実際 どのように接するべ きか若干案 じて もいたので,

この電話 は,私 に真剣 に女性医師について考 えてみる

ように,と い う天の声だ と感謝 しつつ,こ の原稿 を引

き受けた次第であ る.

4月26日 に小泉内閣が誕生 し,閣 僚17人 中5人 が女

性.女 性 閣僚 の比率 は29%,大 阪府島本町議会では議

員18人 の うち8人 が女性議員で,比 率は44%を 占め,

女性の政治へ の進出は目覚 ましい ものがある.政 治や

議会の閉塞状態 を変 え,ひ いては社会 を変革するには

女性の進 出が不可欠 であろう,と 朝 日 ・毎 日の両新聞

は論 じている.医 学界ではどうであろ う?医 学界で も

女性医師 は確実 に増 えてお り,現 在,医 学部 の学生の

うち約1/3は 女性 で,専 門医制度のある学会をみて

も皮膚科で54.8%,眼 科で38.7%,形 成外科 で12.2%

が女性医師である.し か し,学 会 で理事や評議員 とし

て女性の 占める割合 は,皮 膚科で4.5%,眼 科で5.5%,

形成外科 では僅 か1,3%.各 学会 での重要なポス トへ

の女性医師の進 出は,政 界 に比較 し医学界 では遅れて

いるのは間違いないようである.男 女で医師としての

能力や適正に差があるためであろうか?

私は,女 性 と男性 をひっ くるめてどち らが医師 とし

て適応 しているのか,ま たは優 れているのかと論 じる

のは困難であ り,最 終的には個 々人の性格,能 力,な

どによってその適応性が左右 されると考 える.有 能な

女性 医師 もおれ ば,無 能で適1生の ない男性医 師 もい

る.そ の逆 もあるだろう.今 まで,有 能な女性医師が

好 むと好 まざるに拘 わらず,医 師 とい う職務 を完全 ま

たは不完全 に放棄せ ざるを得 ない事態 をみて きた.そ

の理 由と しては,家 庭,特 に子育ての問題 があ る.さ

らに,女 性医師の結婚相手 は,ほ とん どが男性医師で

あ り,そ の場合 には,家 事 ・育児 の協力 は得難い.得

られた として も,そ の比重 は女性医師の方 に傾 く傾向

にあ る.そ の結果は,女 性医師のretireか パー トタイ

ム勤務 とな りがちである.

私の病院の内科 に勤務する瀧野敏子医師が,昨 年度

の第50回 日本病院学会で"21世 紀の女性医師像,わ た

したちはどこへい くのか"と いう演題で発表をされた

際に,淀 川キリス ト教病院 とその関連施設の女性医師

にアンケー トを行 っている.そ のアンケー トの集計で

は,仕 事 と家庭 を両立 させ るために必要 なこ とと し

て,女 性の意識改革は21%,男 性の意識改革 は33%,

社会 システムの改革が43%で,多 くの女性医師は女性

自身 よりも周囲の改革が必要 と考えている.勿 論男女

双方の意識改革の必要性はあろうが,社 会 システムの

改革 として,瀧 野医師は産休 ・育児 ・介護休暇,保 育

所,病 院内託児所 などの育児支援システム,夫 婦 間の

ワークシェアリングなどの就労ス タイルの柔軟化,医

師人材バ ンクの利用,非 常勤 ・パー ト医師 としての勤

務形態 の保証が必要である としている.

最近では,男 性が育児休暇をとることも稀ではある

が現実 に存在す る,ま た,子 供 と接する時間 を大切に

したい とい う新 しい タイプ?の 男性 も出現 し,ITを 利

用 した在宅起業 も可能となって きた.こ うい うタイプ

の男性 は,確 実 に医学界 にも出現するだろう.将 来IT

を利用 した在宅診療 も可能になるか もしれない.そ う

なると,現 在 問題 となっている女性 医師 をとりま く諸

問題 は,将 来,男 性 医師をも巻 き込んだ大 きな課題 と

な り,男 女が平等に勤労するための,社 会的テーマの

一つ とな りうるであろう.

今 まで我々は,医 師という職業を社会への奉仕が可

能であ り,経 済的な優位性,社 会的地位 も獲得で きる

な どという理由で選択 して来た.し か し,今 後医療訴

訟が増加の一途をた どり,社 会 も医療に対 しさらなる

情報公 開を要求 し,informedconsentを 徹底 させない

といけない時代 を迎える,増 加 してい く社会のニーズ

に答 えなが ら一臨床医師 として生 き抜いてい くには,

第一 に医師 とい う職業 は根本的には社会への奉仕であ

る とい うことを真摯に再認識 しないと,女 性であろう

が男性 であろうが医師としでの職務 を遂行 していけな

いであろう.今 後,有 能かつ奉仕精神の旺盛 な女性医

師 と男性医師が より平等に,快 適に勤務で きる社会環

境の整備,意 識改革が行われることを期待 したい.
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